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１ 調査目的 

印旛沼において、有機汚濁指標である化学的酸素要求量

（COD）は、流域の流入負荷対策による削減がとられてきた

が、近年は高止まりで継続している。そのため、水質改善に

向けた実効性の高い施策を行う必要があるが、印旛沼内の植

物プランクトンに起因する水質汚濁メカニズムの解明に向け

た水質調査データは少ない。 
令和元年度の調査で気象状況により、西印旛沼の水質分布

は早く・大きな変動をすることが判明しており、栄養塩が重

要な役割を担っていることが推測された 1, 2)。 
今回、西印旛沼の中央部から東部で水質分布調査を実施し、

沼内の栄養塩の動態について評価した。 
 
２ 調査方法等 

２・１ 調査日時及び調査地点 

調査日時及び調査地点を図 1 に示す。調査地点は、昨年度と同様の公共用水域常時監視の調査地点である

上水道取水口下及び一本松下及び、地点番号 1~14 の合計 16 地点を設定した。2020 年 4 月から 2021 年 3
月までの各月 1 回の合計 12 回実施した。 
２・２ 調査方法 

水温は、多項目水質計（東亜 DKK 製 WQC-24）を用いて水深 75cm の水質を測定した。採水は北原式採

水器を用いて水深 75cm 地点で行い、速やかに実験室持ち帰り分析を行った。 
気象データは連続水質調査 2)佐倉気象観測所のアメダスデータを用いた。 

【現場測定項目】水温、pH、電気伝導度（EC）、溶存酸素（DO）、濁度及びクロロフィル a（Chla） 
【実験室分析項目】化学的酸素要求量（COD）、生物学的酸素要求量（BOD）、懸濁物質（SS）、強熱減量（VSS）、

全有機炭素（TOC）、溶存性有機炭素（DOC）、全窒素（TN）、溶存性窒素（D-TN）、硝酸性窒素（NO3-
N）、亜硝酸性窒素（NO2-N）全りん（TP）、溶存性りん（D-TP）、りん酸性りん（PO4-P） 

【他の分析項目から算出した項目】 
懸濁性有機炭素（POC=TOC-DOC）、懸濁性窒素（P-TN=TN-D-TN）、懸濁性りん（P-TP=TP-D-TP） 
 

３ 調査結果 

３・１ 降雨後の植物プランクトン増殖期における栄養塩及び有機物動態 

令和 2 年 10 月 13 日の水質分布状況を図２に示す。 
本調査日前においては 48 時間以内に降雨があった状況であり、植物プランクトンの指標である Chla は

他の月よりも低い値であった。その分布は、鹿島川流入地点で低く、流下した北東部で高くなっていた。ま

た、D-TN は河口部で高く、北東部で低くなる Chla と逆の分布を示した。P-TN については、新川や鹿島川

図 1 調査地点 
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河口部付近で高くなっていた。りんについては、TP は沼全体でほぼ一様な値をとっており、D-TP は鹿島川

河口部で高い値を示していた。Chla と D-TN 及び、Chla と D-TP の相関を見ると、両者ともに、Chla と負

の相関を示した（図３a,b）。 
有機物については、COD は Chla と同様に北東部が高くなる類似の分布をしていた。BOD と rCOD(=COD-

BOD)の COD に対する寄与の比率は相関直線の傾きから、2:3 であった（図３c,d）。これらの傾向は、降雨

後の植物プランクトン増殖期であった 2020 年 5 月及び、7 月等においても観測された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 令和 2 年 10 月 13 日の分析項目ごとの水質分布 

図３ 令和 2 年 10 月 13 日の分析項目間の相関関係 

a) Chla b) COD 

c) D-TN d) P-TN 

e) D-TP f) P-TP 

a) Chla・D-TN b) Chla・D-TP c) COD・BOD d) COD・r COD 
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３・２ 調査日前に降雨がない植物プランクトン飽和期における栄養塩及び有機物動態 

令和 3 年 2 月 9 日の水質分布状況を図４に示す。 
本調査日前において、5 日以上降雨がない状況であった。Chla の分布は鹿島川河口以外で、西印旛沼全体

で一様に高い分布をしていた（図４a）。 
溶存性の栄養塩については、D-TN は鹿島川河口付近で比較的高値を示した他は、一様に分布していた（図

４c）。その一方で、D-TP については、鹿島川河口以外では低値を示していた（図４e）。Chla と D-TN は負

の強い相関を示していた一方で、Chla と D-TP 間は、相関はほとんど見られなかった（図５a,b）。調査日前

に降雨が無かった 2020 年 8 月及び 11 月の調査においても同様の傾向が見られた。 
有機物については、COD は北東部で高くなる傾向を示していた（図４b）。BOD と COD 間の相関は負の

弱い相関を示しており、BOD の増加は COD にほとんど寄与しておらず、rCOD の増加が COD 増加に寄与

していた（図５c,d）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 令和 3 年 2 月 9 日の分析項目ごとの水質分布 

a) Chla b) COD 

c) D-TN d) P-TN 

e) D-TP f) P-TP 
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３・３ 沼内植生による栄養塩及び有機物動態への影響 

2020 年 8 月 18 日の水質分布状況を図６に示す。 
本調査日前において、4 日以上降雨がない状況であった。Chla の分布は鹿島川河口及び、北東の捷水路へ

の流出部以外の西印旛沼全体で高い値で分布をしていた（図６a）。POC の分布については北東部で高くなる

傾向が見られた（図６b）。Chla と P-TP は強い正の相関を示していたのに対し、P-TN については、非常に

弱い相関、POC については負の相関が見られた（図７）。一本松下から捷水路流出部までの範囲について、

調査日においてオニビシが繁茂しており、そのことによる Chla の減少や POC の増加の影響が確認された。 
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図５ 令和 3 年 2 月 9 日の分析項目間の相関関係 

図６ 令和 2 年 8 月 18 日の分析項目ごとの水質分布 

図７ 令和 2 年 8 月 18 日の分析項目間の相関関係 

a) Chla b) POC 

a) Chla・D-TN b) Chla・D-TP c) COD・BOD d) COD・rCOD 

a) Chla・P-TN b) Chla・P-TP c) Chla・POC 
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